
【遠山郷いい川づくり　地域情報シート】 第３回「遠山郷いい川づくり」会議 平成24年12月20日

※川を中心とし、地域全体の情報を取りまとめる（河川情報との重複可） 目的の抽出と整理（オリジナル）

目標事項の整理結果 目標事項の整理結果

昔の状況（昭和世代） 現在の状況 将来の状況 川づくりの目的･目標・回復すべきもの 川づくりの目的･目標・回復すべきもの

自然環境 地域全体 山に囲まれた中にある囲まれた空間（里）である 山に囲まれた中にある開かれた空間（里）である 山に囲まれた中にある開かれた空間（里）である 山に囲まれた開かれた里

夏は非常に暑い 遠山の自然を残す郷 遠山の自然，情景を保全（残す、守る） 今の原風景を守る

山と川に囲まれ平地が少ない 山と川に囲まれ平地が少ない 山と川に囲まれ平地が少ない 四季それぞれの自然を生かす 水環境、循環を守る

遠山の滝　信玄滝　クダショウ沢　大釜　金七の滝 遠山は山川自然が素晴らしいので残す 少ない平地を利用する（守る）

雪がほとんど降らない 山と川を利用する（守る）

生活排水で汚れていない 汚れのない清潔な地域を守っていきたい 清潔な地域を守る

上水道、下水道が完備されている いつまでもおいしい水を飲みたい おいしい天然水の保全と水を飲みたい

左岸、右岸で飲み水の味が異なる おいしい天然水を残したい

河川全体 川が身近に感じられた 川が身近に感じられない 石だたみを作り、橋と調和した川にする 遠山の環境を維持

川が身近にあった、災害がよく起きた 川が身近に感じられない、災害は起きなくなった 遠山は山川自然が素晴らしいので残す 遠山の自然を残す河川 遠山川の自然、環境を保全（残す） 今の原風景を守る 遠山の自然，情景を保全（残す、守る） 今の原風景を守る

終戦後の乱伐により、山に木が無くなり、河川に土砂が流れてきた 木々が大きくなり、山に根を張ったため、山から土砂が出なくなった 石を利用したい 災害（水害）の無い川 生活環境を守る 遠山川の自然、環境を保全（残す） 水環境、循環を守る

大雨時に上流から流木が流れてきた 大雨時に上流から流木は流れてこなくなった 災害のない川 田園、集落の保全 生活環境を守る

土砂が流出しないような施設が整備されてきた 身近に感じられる川 自然、環境豊かなの水際の保全 自然を残す

生活を守る施設（護岸等）が整備されてきた 川と供に安定的に生活したい 土砂の流入のない（災害）の無い川にしたい 川の状態、自然の水の流れを保全 巨石、渓流

（小）ゴミがないきれいな川 立木の流入のない（災害）の無い川にしたい 災害（水害）の無い川 近づける

（小）（中）授業で川のことを学んでいる （小）水害がない川 このままの川の状態を残す 遊び場等で触れられる水域空間 バイパスや新施設の活用

（中）川遊び、釣りをしている （中）川をあまりかえないでほしい 川をいじらない バイパスによる新たな陸地空間の活用

(小）あまり工事をせず、ありのままの川がいい 川と供に生活したい

陸地部 和田の集落が形成されていた 左岸側は川沿いに公共施設、田畑が形成されている 和田の集落の形成

右岸側は田畑であるが、バイパスと人家、観光拠点等がある バイパスと観光拠点 田園、集落の保全 今の原風景を守る

バイパスによる新しい町並みができつつある バイパスと新たな町づくり 田畑、集落のある平地を守る（生かす） バイパスによる新たな陸地空間の活用 バイパスや新施設の活用

バイパスの活用

水際部 自然のまま 概ね護岸等による整備がされている 自然豊かな川

一部では天然雑木が生育している 対岸に渡れる川 自然、環境豊かなの水際の保全 自然を残す

流下に支障のある天然立木の除去 近づける

多くの動植物の生育

水際をいじらない（自然のまま）

水域部 和田の平ら地では河川が蛇行した 全体として川の流路が安定している 巨石の多い川

蛇行による水障部の淵があった 蛇行による水障部の淵がない 遠山郷の渓流を維持 川の状態、自然の水の流れを保全 巨石、渓流

木材の運搬に利用されていた 現在の流路は維持 遊び場等で触れられる水域空間

川の中に人（子供）を多く見かけた 川の中に人をほとんど見かけない 川自体を利用（遊び場、観光）

川（の中の石や砂場）をいじらない

動植物 動　物 貴重種が生息している 貴重種を保護

里に獣が出る（獣被害がある） コマツナギ→ミヤマシジミ　保護 動物と人との共生 動物と供に生きる

動物を食す 動物の適正な生育環境

野　鳥 野鳥（カワセミ、ヤマセミ）をたくさん見かけた 以前ほど見かけることはない 水鳥のいる川 野鳥（水鳥）の保護

貴重種が生息している 野鳥（水鳥）との共生 野鳥の保護と環境の保全

野鳥の適正な生育環境

魚　類 天然のアユ、ウナギが平岡から遡上していた 天然のアユ、ウナギがいなくなった 川魚が多く遡上する川にしたい 魚種の多い川 動物と供に生きる 魚の生育環境

カジカがいた 一時少なくなったが、水質が良くなったので増えてきている 川魚の種類が多く住める川にしたい イワナのいる川 自然の川魚の住みやすい環境づくり 魚の生育環境 野鳥の保護と環境の保全 維持管理

ウグイが生息している ウグイが生息している 魚の放流を多くする 川魚の保護 自然の川魚の住みやすい環境づくり

上流にイワナが生息している 川魚と人との共生 桜を地域のシンボルとする

魚を食す 川魚の適正な育成環境（住みやすい川）

川魚の生息種を増加

植　物 桜、ヤナギ、ススキ等 桜、ヤナギ、ススキ等 桜並木にする 桜並木をつくる

樹木等の管理、植樹 桜を地域のシンボルとする 維持管理

植物（自然）をいじらない

大項目の整理結果（オリジナル）

大項目 中項目
情　　報　　収　　集

抽出した目的一覧 目標達成のポイント 目標達成のポイント

川と山のある自然な環境を残す(川辺、山地、集落、生活など)

昔いた動物の暮らせる環境を取り戻す（水鳥、魚類など)
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大項目 中項目
情　　報　　収　　集

抽出した目的一覧 目標達成のポイント 目標達成のポイント

産　業 漁　業 遠山川漁業組合が漁場を守っている 遠山川漁業組合が漁場を守っている （保）かにをつかまえられる川（重複） アユ、アマゴを放流

釣り大会を行った アユ、アマゴが放流されている （保）フグの釣りぼりができる川（重複） 河川内植物を繁茂させる 地域に適した漁業や養殖 魚の生育環境

（保）クジラが泳げる川（重複） （小）ワニが泳げる川 つり客の増加

(小）魚つり、魚つかみができる川 養魚場の管理運営

フグの養殖している フグを養殖、販売して特産物としたい フグを養殖

農　業 川の水を利用して盛んに耕作をしていた 昔ほど耕作していない 水田や畑を守る 地域に適した漁業や養殖 魚の生育環境

農業の担い手が減少 農業を継続 田や畑を守り持続させる 後継者育成 田や畑を守り持続させる 後継者育成

農業の担い手減少防止 持続的な森の管理と利用

林　業 林業が盛んだった 昔ほど林業が盛んではない 植林地を適正に管理する 植林地の適正管理と適正利用

昭和初めまで川を利用して木材を搬出していた 川を利用して木材は搬出しなくなった 木材を利用（販売）する 林業の担い手育成 持続的な森の管理と利用 後継者育成

林鉄があった 林鉄の軌道が道路となった

林業の担い手が減少

歴　史 町　並 地区は遠山氏の城下町、秋葉街道の宿場町であった 地区は遠山氏の城下町、秋葉街道の宿場町であった 歴史ある町並みを守る 歴史ある町並みの保存

遠山森林鉄道が活躍していた 木沢に復元移設させている 町並みを観光に利用 歴史ある町並みの保全と観光利用 維持管理

意識の向上

信　仰 水衝部には水神様が祀られている 水衝部には水神様が祀られている 石碑等水神様を伝承する 歴史的な遺構の保存 歴史ある町並みの保全と観光利用 維持管理

中学校付近の水神様は流出していた 中学校付近の水神様は流出していた 石碑等の水神様を残す 地域信仰の伝承と石仏管理 後継者育成，伝承 地域信仰の伝承と石仏管理 意識の向上

石碑がある 地域の信仰を伝承 後継者育成，伝承

龍泉寺があり、名水観音霊水が湧いている 龍泉寺があり、名水観音霊水が湧いている（日本一の鉱泉）

文　化 霜月祭りで川に入り、身を清めていた 重要無形文化財　霜月祭り 伝統の祭りを守る 伝統ある祭りを伝承

御射山祭り 祭りの担い手を育成 伝統ある祭りの伝承 後継者育成，伝承

伝統ある祭りの伝承 後継者育成，伝承

景　観 地　域 国道152号（秋葉街道）を中心に町並みが形成されている 国道152号（秋葉街道、道の駅）を中心に町並みが形成されている 中橋の付近を良くして花火の所の護岸を強くし、花火を見やすくする 和田宿の町並みを確保したい

中下流部両岸に田畑風景が広がる 中下流部両岸に田畑風景が広がる 道の駅・かぐらんの湯を起点とし遊歩道整備に伴い 田園風景を確保したい 遠山郷と宿場町の保全と利用 維持管理

遠山川の右岸は、新しい道ができ、施設が増え、観光客で賑わうようになった。 河津桜を間引いて景観を良くする ソメイヨシノの桜を保護したい 四季折々の風景とサクラの活用

遠山川の右岸は歩道ができ、地元住民が安心して歩くことができる。 地域活性化のため、今より観光客を増やしたい。 カワヅサクラを保護したい

和田宿、遠山川の周辺をあるける歩道を整備 四季折折の木々が楽しめる川にしたい

自由に通行できる遠山川としたい

花火の見える遠山郷 遠山郷と宿場町の保全と利用 維持管理

遠山郷本来の景観を維持 四季折々の風景とサクラの活用 地域の連携

和田宿の町並みを歩けるようにしたい。 河川内の自然をそのままに 維持管理

観光客を増やしたい。 河畔と堤防の観光利用

河　川 ５０年前に堤防にソメイヨシノを植えた あと１０年位は咲く見込みである 遠山桜の里に 堤を遠山桜にして観光名所化する

１０年前に温泉下流にカワズサクラを植えた まだ元気である 桜の時期をずらして他にも咲かせたい（植樹） 河畔林を整備する。 河川内の自然をそのままに 地域の連携

桜しか咲いていない 桜の時期をずらして他にも咲かせたい（植樹） 遠山川左岸の堤防の桜が老木となり植え替えて桜の名所として、観光の目玉にする 花の木(サクラ、ツツジ)等を一年中楽しめる川にする 河畔と堤防の観光利用 維持管理

川岸を車や人が自由に通行していた 通行できる場所が限られている 花の木(サクラ、ツツジ)等を一年中楽しめる川 岩がむき出してなっているなど自然景観を残す

もみじの木を植える。遠山郷を春と秋楽しむ

遠山川右岸に雑木、竹が繁茂している　これを伐採して、景観をよくする 遠山谷を見渡せる川

岩がむき出してなっている（和田大橋～押出橋） 巨石配置(赤い石)

農林漁業を守り産業を活性化させる

城下町、宿場町の情景、川の信仰を守る

伝統ある祭祀(霜月祭など）を守る

町並み、田園、川のさくらなどの景観を残す
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大項目 中項目
情　　報　　収　　集

抽出した目的一覧 目標達成のポイント 目標達成のポイント

観　光 施　設 休憩施設はなかった 遠山郷観光協会がある 天然プール　水遊びの場 新たな観光目玉の創出

和田バイバスの整備により観光施設が出来ている 和田大橋から松島橋間に温泉施設を中心とした川を見ながら循環型遊歩道を構築する 川と連携した観光の創出 温泉と川の融合による集客 地域の連携

昔はなかった 道の駅「遠山郷」がある 親水公園(八重河内の分岐点まで) 温泉施設と川の親水空間との一体となった整備 維持管理

情報ステーション遠山郷（ｱﾝﾊﾞﾏｲ館）がある 遠山川右岸に温泉施設から川に降りる道を構築し観光 川を見ながら循環できる整備 おもてなし

とらふぐ養殖試験所がある 客、釣り人の利便性を図り、温泉施設との一体感を図る 観光客の受入施設（宿泊、駐車場）の増加

木沢小学校 和田城がある 淀みを（場）を設けて石切投げがしたい 新旧（右岸左岸）施設の連携

旧木沢小学校　木造校舎がある　「山と祭りの写真展」 飛び石が出来、対岸に行き来できるようにしたい

近隣観光地：しらびそ高原、下栗の里、キャンプ場 つり橋をつくる

川に歩道

川のそばまで降りてお弁当を食べたり遊べる広場の整備をしてほしい（草） 観光客が楽しめる川

（保 ）水族館がある川（重複） 温泉と川の融合による集客 地域の連携

秋葉街道沿いに霜月祭りのモニュメントが設置されている （保）露店風呂がある（重複） 地域イベントの継承と創出 維持管理

イベント等 大人も子供も釣りに興じていた 特別企画でイベント。潮ひがり大会を、 イベントでにぎわいのある河原 おもてなし

自治振興センター裏の河川 まつり広場整備 地域イベントの継承と創出 後継者育成，伝承 後継者育成，伝承

1月にどんど焼がある 1月にどんど焼がある 　・まつり広場整備 鯉のぼりがあふれる遠山川にしたい！ 地域の連携 地域の連携

5月に鯉のぼりがある 5月に鯉のぼりがある 　　　御射山花火筒場 観光客を呼べる魅力ある川

8月に御射山祭り（花火大会）がある 8月に御射山祭り（花火大会）がある 　　　どんど焼き 歴史あるイベントの継承

釣り大会を行っていた 9月にチャレンジマニックin遠山郷 　　　キャンプができるように 新たなイベントの創出

10月に岬の国盗り綱引き合戦がある 源流感謝祭でカジカの放流を 川を中心とした活用

和田諏訪神社御柱祭がある 　(以前商工会、漁協で実行したことがある。)

川全体の景観を良くしてほしい。特に堤防下

草が茂って降りれなくなる

降りられるのかも不明・・・（ベンチがあるといいな）

（小）かぞくやおとしよりが休めるベンチがあるといい

（小）鯉のぼりがあふれる遠山川にしたい！

川でバーベキューなど出来る施設にする

こいのぼりのためにポールを設置してほしい

温泉施設と一体化した観光整備を！

重要施設 保全対象 上流部左岸に遠山中学校、和田保育園がある 保全対象施設の維持

中流部左岸に南信濃自治振興センター、福祉の里等がある 保全対象施設の利用、管理 重要施設の安全で持続的な管理と利用 維持管理

中流部右岸に道の駅「かぐらの湯」周辺観光施設 施設利用者の安全確保

両岸に人家がある 重要施設の安全で持続的な管理と利用 維持管理

防　災 施　設 中流部左岸に阿南消防署和田分署がある 消防車の入れるように（重複） 防災施設の確保、維持、管理

下流部左岸にヘリポートがある 必要物資の備蓄 防災施設の安全で持続的な維持管理 維持管理

自治センターが避難本部となっている 施設の安全確保

小中学校が避難施設となっている

公共施設、グランド等が避難施設、避難地 防災施設の安全で持続的な維持管理 維持管理

防災活動の維持と継承 維持と継承

活　動 水害時に水防活動を行った 最近は水防活動はない 消防団活動として継続 消防団活動の継続

消防和田分署がある 消防団員数の確保 防災活動の維持と継承 維持と継承

水防工法、活動方法の継承

訓練の実施

温泉施設、釣り、川などを活用した観光イベントを増やす

川に近い人家、重要な施設を守る(災害などから)

防災施設、防災活動を充実させる

地域情報シート3


